
令和５年度 三重県受託事業

目 的
高齢者と日頃から接することが多い、病院勤務以外（診療所、訪問看護ステーション、
介護事業所等）の看護師、歯科衛生士等の医療従事者に対し、認知症の人や家族を
支えるために必要な基本知識や認知症ケアの原則、医療と介護の連携の重要性等の
知識について修得するための研修を実施することにより、認知症の疑いのある人に
早期に気づき、地域における認知症の人への支援体制構築の担い手となることを
支援します。

対 象 県内の診療所・訪問看護ステーション・介護事業所等の看護師、
保健師・歯科衛生士・理学療法士・作業療法士・言語聴覚士・診療放
射線技師・栄養士等の医療従事者

日 程 【第１回】日程：令和５年１１月５日（日）午前９時３０分～１２時２０分
【第２回】日程：令和６年 ２月３日（土）午前９時３０分～１２時２０分

三重県立看護大学 講義棟 １階 大講義室

１００名
①原則として、お申込み順にて受講を決定します。
②受講希望者が定員を超えた場合は、受講を１施設１名に調整いただくか、
受講のお断りをさせていただく場合が、御座いますのでご了承ください。

１回目・２回目は同内容

カリキュラム

三重県から修了証書が交付されます

講師：清水 律子（三重県立看護大学 老年看護学 准教授）

申込み方法は、裏面をご覧ください

開催の様子は本学ホームページ（三重県立看護大学>地域交流センター>地域貢献・国際交流>各種研修 認知症
対応力向上研修）をご参照ください。

三重県立看護大学 地域交流センター

会 場

定 員

時間 内容

9：30～
11：10

講義

1.基本的知識(20分)
認知症の人や家族の視点に立ち、その生活を支える
ために必要な基本的な知識を習得する

2.地域における実践（70分）
認知症の人のQOLの向上を図るため、コミュニケー
ション、ケア及び多職種連携による支援の実際を理
解する

3.社会資源等（10分）
認知症の人を取り巻く、医療・介護及び地域の社会
資源の活用の重要性を理解する

11：20～
12：20

事例検討
とGW

講師から事例を提供します



診療所・訪問看護ステーション・介護事業所等の看護師等医療従事者向け

認知症対応力向上研修 申込方法
令和
5年度

お申込・
お問合せはこちら

所属施設の申込担当者様がお申し込みください。
QRコードを読み込んでいただくと、申し込みフォームに移動します。
必要事項をご記入のうえ、送信してください。
受講希望者３名以上の場合は、再度お申込みください。
＊必要事項：所属施設名・所属施設の住所・電話番号、申込担当者名・メールアドレス、

受講者氏名（フリガナ）、生年月日、職名

〇お知らせ等は、本学よりメールで送信いたします。
メールに受信制限をかけている方は、本学からの返信メールを受信できない場合がありま
すので、本学ドメイン「mcn.ac.jp」を指定受信設定してください。

〇「研修会参加に関するご案内」は所属施設宛てに送付いたします。
応募締切日を１週間過ぎても連絡がない場合は、お問い合わせください。

〇収集した個人情報は本研修のみ使用し、研修終了後は一定の期間をもって適切に破棄します。
〇本事業の様子を、写真等で本学のホームページ等に掲載いたします。
〇会場内での写真撮影・録画・録音を禁止いたします。ご了承ください。

三重県立看護大学 地域交流センター 担当：川瀨 浩子
TEL：059-233-5610（平日9時～17時） E-mail：event.rc@mcn.ac.jp

申込締切 ９月２０日（水） １２月２０日（水）

受講料無料

★昨年度の受講者の声
「基礎から対応、事例まで学び、日々の対応について確認することができた」
「他職種のいろいろな考えを聴くことができた」 などです。


